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2行合算： BK、TBの単体計数の合算値

グループ合算： BK、TB、SC、及び主要子会社等の計数を集計した管理計数

略称 ： みずほフィナンシャルグループ(FG)、みずほ銀行(BK)、みずほ信託銀行(TB)、みずほ証券(SC)
リテール・事業法人カンパニー(RBC)、大企業・金融・公共法人カンパニー(CIC)、
グローバルコーポレートカンパニー(GCC)、グローバルマーケッツカンパニー(GMC)、
アセットマネジメントカンパニー(AMC) 

－ 決算の概要

－ カンパニー別業績

－ B/Sの概要

－ 貸出金

－ 非金利収支

－ クレジットポートフォリオ

－ 有価証券ポートフォリオ

－ （参考）新型コロナ禍における取り組み
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20年度
第1四半期

前年同期比

連結粗利益＋ ETF関係損益等 5,580 +327

経費（ 除く臨時処理分等 ） △3,406 △20

連結業務純益 ＋ ETF関係損益等 2,202 +284

うち顧客部門 1,040 +104

うち市場部門 1,156 +279

（ 連結業務純益 ） （ 2,317 ） （ +434 ）

与信関係費用 △390 △373

株式等関係損益－ ETF関係損益等 △15 △261

経常利益 1,754 △444

特別損益 6 +31

親会社株主純利益 1,223 △400

決算の概要

（億円 ）

*1: 2行合算のETF関係損益、SC連結の営業有価証券等損益の合計値△114億円（前年同期比△150億円）
*2: 経費（除く臨時処理分）－のれん等償却
*3: 連結粗利益－経費（除く臨時処理分）＋持分法による投資損益等連結調整

*4: RBC・CIC・GCC・AMCの合計 *5: GMC

主要グループ会社の四半期純利益

*6: 前年同期の計数を20年度管理会計ルールに組み替えて算出
*7: 親会社株主に帰属する四半期純利益
*8: 米国みずほ証券の四半期純利益164億円（前年同期比+114億円）を含む

*1

*1

*1

*2

*3

*3

*6

*6

*7

*4

*5

20年度
第1四半期

前年同期比

みずほ銀行（連結） 565 △901

みずほ信託銀行（連結） 45 △49

みずほ証券（連結） 144 +129

アセットマネジメントOne 28 △11

• 連結業務純益 + ETF関係損益等は、

顧客・市場部門ともに堅調に推移し前年同期比増加

年度計画 5,700億円に対し、38％の進捗率

• 与信関係費用は、新型コロナウイルス影響に伴い

国内外で費用発生となったが、年度計画△2,000億円に

対し、19％の水準

• 親会社株主純利益は年度計画3,200億円に対し、

38％の進捗率と順調に推移

*8

（億円 ）
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業務粗利益 経費
（除く臨時処理分等）

業務純益 四半期純利益

20年度
第１四半期

前年同期比
20年度

第１四半期
前年同期比

20年度
第１四半期

前年同期比
20年度

第１四半期
前年同期比

リテール・事業法人 1,426 △90 △1,613 +47 △175 △49 △218 △63

大企業・金融・公共法人 1,168 +117 △531 △27 652 +100 361 △146

グローバルコーポレート 1,130 +105 △610 △35 547 +67 293 △198

グローバルマーケッツ 1,686   +309 △527   △30 1,156 +279 801 +186

アセットマネジメント 114 △13 △79 +1 16 △13 7 △7

カンパニー合計 5,524 +428 △3,360 △45 2,196 +384 1,244 △227

FG連結 5,580 +327 △3,406 △20 2,202 +284 1,223 △400

グループ合算、管理会計

（億円 ）

カンパニー別業績

*1 

*4 *4

*1 *3 

*4

*1: GMCには2行合算のETF関係損益を含む
FG連結には2行合算のETF関係損益、SC連結の営業有価証券等損益を含む

*2: 経費（除く臨時処理分）－のれん等償却

*3: 業務粗利益－経費（除く臨時処理分等）＋持分法による投資損益－のれん等償却
*4: 前年同期の計数を20年度管理会計ルールに組み替えて算出

*4

*1 

*2



5

73% 74% 78% 75%
82%

2,432 2,718 2,816 3,075 3,083 

1,783 2,008 2,207 2,305 2,522 

18/3末 19/3末 19/9末 20/3末 20/6末

18.9 21.0 21.6 22.0 25.7

22.5 23.5 23.9 24.6
25.3

10.1 9.6 9.4 9.2
9.0

19.4
22.6 23.4 25.9

26.22.1
1.6 1.4 1.4

2.1
73.3

78.4 79.9 83.3
88.5

18/3末 19/3末 19/9末 20/3末 20/6末

貸借対照表（20年6月末）

B/Sの概要

貸出金

88兆円 (+5.3兆円)

39兆円 (+4.4兆円)

有価証券

預金・譲渡性預金

150兆円 (+5.7兆円) 

その他

純資産

8兆円 (+0.0兆円)92兆円 （△3.8兆円)

61兆円 (+0.1兆円)

その他

大企業等

中小企業

個人

政府等

海外

国内

（兆円）

（億ドル）

連結
（ ）内は20/3末比

貸出に対する
預金の割合

外貨貸出金

外貨顧客預金

外貨預貸構造（末残）

貸出金の内訳（末残） 2行合算

BK、管理会計

*1: FG向け貸出金を除く 、銀行勘定 *2: 速報値 *3: 消費者ローン残高 *4: 中小企業等貸出金から消費者ローンを控除した金額
*5: BK（含む中国・米国・オランダ・インドネシア等現地法人） *6: 国内を含む *7: 20年度管理会計ルール（18/3末～20/3末は遡及修正）

*1

*2 *3

*2 *4

*5

*6 *7

*6 *7

日本国債 16.5兆円 （+3.4兆円）

外国債券 13.4兆円 （+0.3兆円）

日本株式 3.1兆円 （+0.3兆円）

総資産 220兆円 (+5.9兆円)

*2
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0.86% 0.85% 0.83% 0.80% 0.78% 0.77%
0.73% 0.86% 0.84% 0.82% 0.80% 0.78% 0.76% 0.73% 

0.00% 0.00% 0.00% 0.00% 0.00% 0.00% 0.00%

17/上 17/下 18/上 18/下 19/上 19/下 20/1Q

貸出金利回･･･ a

預貸金利回差･･･ a - b

預金利回 ･･･ b

50.9 51.1 51.7 53.3 54.5 55.0 58.7 

17/上 17/下 18/上 18/下 19/上 19/下 20/1Q

944 1,024 1,131 1,203 1,161 1,189 1,234 

702 685 694 743 775 821 1,006 379 365 
451 494 549 590 

657 
2,025 2,074 

2,276 
2,440 2,485 2,600 

2,896 

17/上 17/下 18/上 18/下 19/上 19/下 20/1Q

0.89% 0.90%
0.84%

0.80% 0.81% 0.82%
0.86%

0.64% 0.62% 0.60% 0.58% 0.55% 0.54% 0.52%

0.48% 0.48% 0.48% 0.47% 0.49% 0.49% 0.49%

17/上 17/下 18/上 18/下 19/上 19/下 20/1Q

海外

中堅・中小企業向け

大企業向け

貸出金スプレッド

国内預貸金利回差

貸出金

海外貸出金（平残）

*1: FG及び政府等向け貸出金を除く 、銀行勘定 *2: 金融機関（FGを含む）・政府等向け貸出金を除く、国内業務部門
*3: BK（含む中国・米国・オランダ・インドネシア・マレーシア・ロシア・ブラジル・メキシコ現地法人） *4: 20年度管理会計ルール（17/上～19/下は遡及修正）

BK、管理会計BK、管理会計

*3 *4+452
+296

+4.4
+3.7

*2

国内貸出金（平残） 2行合算2行合算
*1

（兆円）

（億ドル）

*3 *4

EMEA

米州

アジア

19/1Q
54.3

19/1Q
2,444
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80 80 80
410 440 510

420 390 350

480 420
570

830 840
860

2,220 2,170 
2,370 

18/1Q 19/1Q 20/1Q

38.9 40.9 40.6

5.49 5.46 5.43 

18/1Q 19/1Q 20/1Q

SC

2行合算

160 100 80 

130 
130 120 

490 520 670 

560 640 

760 

880 780 

740 

2,220 2,170 

2,370 

18/1Q 19/1Q 20/1Q

ソリューション：350（+60）

投信・保険：50（±0）

決済・外為：380（△30）

デリバティブ他：80（△10）

非金利収支（顧客部門）

業務別内訳

非金利収支

*1: 20年度管理会計ルール。変更前の計数は、18/1Q : 2,220億円、19/1Q : 2,180億円
*2: BK投信・保険+SC個人セグメント、PBセグメント *3: 投資銀行業務関連手数料、不動産仲介手数料を含む

*1

（億円）

GCC

その他

グループ合算、管理会計（概数）

( ) 内は前年同期比

銀行国内

銀行海外

信託業務
＋アセマネ

証券業務

個人運用 ：310（+40）

ソリューション ：120（△30）

決済・外為：210（△20）

デリバティブ他：100（△30）

ソリューション ：470（+100）

決済・外為：170（△10）

デリバティブ他：120（+30）

EMEA：120（+40）

米州：330（+100）

アジア：220（+10）

参考

（億円）

その他

+ 200

AMC

CIC

RBC

投資運用商品販売額・預かり資産残高参考

販売額 預かり資産残高

18/1Q 19/1Q 20/1Q

2行合算
保険 0.10 0.06 0.02

投信 0.09 0.04 0.06

SC

株式投信 0.23 0.26 0.35

国内債券 0.34 0.27 0.00

外国債券 0.25 0.16 0.12

（兆円）

*5

*4

*3

*3

*2

*4: SCはリテール事業法人部門、19/3末よりSC預かり資産残高の過去実績は定義変更に伴い遡及修正
*5 保険、投資信託（除くMMF）、外貨預金の合計値
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0

0.5

1

1.5

不良債権比率

与信関係費用比率

△195

<△2bps>

△1,717

<△18bps>

△390

<△3bps>

△1,350

18年度 19年度 20/1Q

0.61

0.70

0.77

0.70% 0.75% 0.78%

19/3末 20/3末 20/6末

不良債権比率

金融再生法開示債権与信関係費用

クレジットポートフォリオ

< >内は与信関係費用比率

要管理債権

危険債権

破産更生債権及び
これらに準ずる債権

連結連結

*1
（億円） （兆円）

*1: 与信関係費用 / 期末総与信残高(信託勘定を含む) *2: 13年度以前は銀行単体合算の期末総与信残高を使用して算出 *3: 信託勘定を含む

*3

過年度推移参考

新型コロナを踏まえた
予防的な引当対応分

過年度推移参考

RBC
CIC
GCC

： △132
： △137
： △129

*1 *2

09/3末 20/3末

（億円） （兆円）（bps） （%）

*2
2,000

0

△2,000

△4,000

20年度計画
△2,000

19年度08年度

20

0

△20

△40
△5,367

<△68bps>

2.0

1.0

0.0
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7.1
12.1 12.5

19/3末 20/3末 20/6末

11.8 12.6
16.0

19/3末 20/3末 20/6末

16,876

10,715
12,756

△ 377

1,047

879

16,499

11,763

13,636

19/3末 20/3末 20/6末

19,629 
14,198 

12,720 12,698 

15/3末 19/3末 20/3末 20/6末

日本国債

株式 16,876 10,715 12,756

株式以外 △377 1,047 879

債券 52 △541 △635

うち国債 59 △440 △542

外国債券 217 2,009 1,803

その他 △646 △420 △288

うちベアファンド － 862 △11

株式残高

債券残高その他有価証券評価差額

有価証券ポートフォリオ

（億円）

連結 2行合算

連結

（億円）

（兆円）

*1: 純資産直入処理対象分、組合出資分を除く。20/6末：期末日の時価に基づいて算定、19/3末・20/3末：株式は期末月1ヵ月の月中平均、それ以外は期末日の時価に基づいて算定

*2: その他有価証券で時価のあるもの *3: 株式含み益の固定化を目的とするヘッジ取引分 *4: 取得原価

*1 *2 *2 *4

*2 *4

*3

△1,500

△5,430
19/3末～22/3末まで
△3,000億円削減

（参考）平均残存期間/年
2.1 2.4 2.1 3.2 2.6 2.5

株式

株式以外

外国債券
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 既存の与信枠（コミットメントライン、RCF等）に加え、
総額で1兆円を超える新たな資金調達手段を提供

（参考）新型コロナ禍における取り組み

新型コロナ関連貸出金残高（末残）資金繰り支援の全体像

（兆円）

国内

海外

管理会計

 貸出金の増加ペースは鈍化するも、国内中堅・中小企業

の借入ニーズは引き続き高い状況

新型コロナウイルス感染症拡大対応ファンド

プロダクト

みずほアフターコロナ成長戦略
アシストファンド

みずほ新型コロナウイルス対応
サポート私募債（寄付機能付）

みずほアフターコロナ事業承継
アシストファンド

みずほライフサイエンス
1号ファンド

資本市場領域

みずほ新型コロナウイルス対応サポートファンド

負債性

資本性

中小企業 大企業企業規模

3月

5月

5月

6月

6月

6月増額

メザニンファイナンス（劣後ローン・優先株）／資本性ローン
～資本性資金の提供・仲介～

「J-Coin基金」の設立

 J-Coinのプラットフォームを活用し、新型コロナの影響を

受けた団体や個人を支援する基金を設立

みずほ J-Coin PayユーザーJ-Coin加盟金融機関

医療機関・
医療関係者

子供・
生活困窮家庭

大学生など
地域活性化に
資する団体等

0.1
1.8

2.9
3.8

1.7

2.4

2.2
1.5

20/3末 20/4末 20/5末 20/6末

1.8

4.3

5.1 5.2

J-Coin基金

*

* 詳細は2020年5月28日付プレスリリース「新型コロナウイルス感染症に対する＜みずほ＞の取り組みについて」ご参照
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本資料には、事業戦略及び数値目標等の将来の見通しに関する記述が含まれております。こうした記述は、本資料の作成時点において
入手可能な情報並びに事業戦略及び数値目標等の将来の見通しに影響を与える不確実な要因に係る本資料の作成時点における仮定
（本資料記載の前提条件を含む。）を前提としており、かかる記述及び仮定は将来実現する保証はなく、実際の結果と大きく異なる可能性
があります。

また、事業戦略及び数値目標等の将来の見通しに関する事項はその時点での当社の認識を反映しており、一定のリスクや不確実性等が
含まれております。これらのリスクや不確実性の原因としては、与信関係費用の増加、株価下落、金利の変動、外国為替相場の変動、保
有資産の市場流動性低下、退職給付債務等の変動、繰延税金資産の減少、ヘッジ目的等の金融取引に係る財務上の影響、自己資本比
率の低下、格付の引き下げ、風説・風評の発生、法令違反、減損リスク、事務・システムリスク、日本及び海外における経済状況の悪化、
規制環境の変化その他様々な要因が挙げられます。これらの要因により、将来の見通しと実際の結果は必ずしも一致するものではありま
せん。
当社の財政状態及び経営成績や投資者の投資判断に重要な影響を及ぼす可能性がある事項については、決算短信、有価証券報告書、
統合報告書（ディスクロージャー誌）等の本邦開示書類や当社が米国証券取引委員会に提出したForm20-F年次報告書等の米国開示書
類等、当社が公表いたしました各種資料のうち最新のものをご参照ください。
当社は、東京証券取引所の定める有価証券上場規程等により義務付けられている場合を除き、新たな情報や事象の発生その他理由の
如何を問わず、事業戦略及び数値目標等の将来の見通しを常に更新又は改定する訳ではなく、またその責任も有しません。
本資料は、米国又は日本国内外を問わず、いかなる証券についての取得申込みの勧誘又は販売の申込みではありません。
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